
「平成２６年度 我が国周辺水域の資源評価」について

１．我が国周辺水域の資源評価について

水産庁では、水産資源の適切な保存及び管理に資するため、独立行政法人

水産総合研究センターを代表とする共同実施機関※１への事業委託により、

毎年、我が国周辺水域における主要な水産資源の資源評価を行い、結果を公

表している。

資源評価対象魚種は、海洋生物資源の保存及び管理に関する法律（平成8

年法律第７７号）に基づく、漁獲可能量（ＴＡＣ※２）制度の対象魚種であ

るマイワシ、マアジ、マサバ、サンマ等を含む５２魚種８４系群※３である。

平成２６年度の資源評価は、７～９月に外部有識者や都道府県水産試験研

究機関等の関係者との議論を経て取りまとめ、１０月３１日にプレスリリー

スを行った。さらに、ＴＡＣ魚種については、広く国民からの意見を聴取す

るため、パブリックコメントを実施するとともに、１０月１日及び２日に「全

国資源評価会議」を開催した。

※１ 共同実施機関：独立行政法人 水産総合研究センター、都道府県水産試験研究機

関、大学、一般社団法人 漁業情報サービスセンター

※２ ＴＡＣ：Total Allowable Catch

※３ 系群：一つの魚種の中で、産卵場、産卵期、回遊経路などの生活史が同じ集団。

資源変動の基本単位

２．平成２６年度資源評価の概要

５２魚種８４系群のうち、資源水準※４が「高位」のものが１４系群（昨

年度１２系群）、「中位」のものが２８系群（同３６系群）、「低位」のもの

が４２系群（同３６系群）であった。このうち、ＴＡＣ魚種（８魚種１９系

群）のみについて見ると、「高位」のものが３系群（同３系群）、「中位」の

ものが１０系群（同１１系群）、「低位」のものが６系群（同５系群）であ

った。

我が国周辺水域の水産資源は、高位又は中位水準にあるものが半数を占め

ているものの、残りの半数は依然として低位水準にとどまっており、今後も

資源管理のための取組を的確に行っていくことが重要である。

※４ 水準：原則として、過去２０年以上にわたる資源量や漁獲量等の推移から、現在

の資源状態を「高位・中位・低位」の３段階で区分

資料２－８
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我が国周辺水域の水産資源の状況 

資源水準の状況（平成26年度） 

（注）資源水準：原則として、過去20年以上にわたる資源量や漁獲量等の推移から、現在の資 
  源状態を「高位・中位・低位」の３段階で区分したもの 

 系   群：一つの魚種の中で、産卵場、産卵期、回遊経路などの生活史が同じ集団。 
  資源変動の基本単位（例：マイワシ太平洋系群、マイワシ対馬暖流系群） 

平成26年度 
資源評価 
対象魚種 
52魚種 
84系群 

ゴマサバ（太平洋系群） 

スルメイカ（秋季発生系群） 

ブリ 等 

マイワシ 

マアジ 

ゴマサバ（東シナ海系群） 

サンマ 

スルメイカ（冬季発生系群） 等 

マサバ 

スケトウダラ（日本海北部系群） 

トラフグ 等 

高位 

16.7％ 

低位 

50.0％ 

中位 

33.3％ 

４２系群 

２８系群 

１４系群 

平成26年度 

資源水準の推移 
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